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令和 5 年度 春季歴史講座－善正寺の歴史と寺宝－

教如上人と善正寺
令和 6 年（2024）3 月 9日（土）

ふるさとぴあプラザ 

大谷大学 川端泰幸 

１．はじめに 

・善正寺の前身：摂津国平野郷 金剛乗

院（真言宗・根来寺末ヵ）

・本願寺第 8代蓮如上人（1415～1499）

の巡錫により三好順慶の子・了道帰

依。

＊文明 7年（1475）越前吉崎坊を去り、

河内国出口に移る。 

・河内国丹北郡城連寺に移転→浄蓮寺

（真宗）興正寺末端
はしの

坊
ぼう

下 

＊端坊：仏光寺経豪と本願寺に参入した

六坊の一つ（現在は山口市・萩市に所

在）→すでに端坊下であったヵ。 蓮如上人御影（大谷大学博物

館）

六字名号（善正寺蔵）

２．教如上人 

・教如上人（1558～1614）：第 11代顕如上人（1543～

1592）の息男。

・石山合戦（1570～1580）を経験（13歳～23歳）。

・天正 8年（1580）3月和睦、4月顕如上人大坂退去、教如

上人は大
おお

坂
ざか

拘
かかえ

様
ざま

を主張し抗戦→8月抗戦続かず大坂退去。 

・河内門徒への消息

去月二日、大坂令二退出一、至二雑賀一在津候、無念之至

雖二始末候一、端城等令二破 脚
（ママ）

一、不レ及二了簡一次第成

下、如レ此候、就レ其今度予一味同心之衆、毛頭気遣有

間敷候、各被レ嗜ニ自法義一、猶以真俗共馳走憑入計

候、穴賢々々、 

  九月六日 教如（花押） 

河内国 

坊主衆中         （松原市栄久寺蔵） 

・同文文書が近江日野本誓寺や近江大浦本照寺に所蔵（『教如

上人御消息集』）。河内門徒の尽力。

教如上人像（大谷大学博物館） 
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３．顕如上人御影の授与 

・文禄 2年（1593）正月 26日、教如上人（1558～1614）、

順欽に顕如上人御影授与。

・文禄元年（1592）11/24顕如上人寂→第 12代継職。

・文禄 2年（1593）10月、豊臣秀吉より、弟准如上人への

譲職・退隠が命じられる。→退隠。

・善正寺顕如上人御影裏書

大谷本願寺釈教如 

文禄二癸巳年正月廿八日 

  顕如上人真影  河内国丹北郡天見郷 

城蓮寺□興正寺門徒 

端坊下 

願主釈順欽 

・継職後すぐに授与された御影。同年の顕如上人御影授与は

9点（大桑斉『本願寺教如教団形成史論』33～37頁、法藏館 2019年）。

・御影授与＝宗主の権限。

顕如上人御影・同裏書 

（善正寺蔵）

４．親鸞聖人御影授与 

・慶長 5年（1600）11月 6日、親鸞聖人御影授与。

大谷本願寺釈教如 

慶長五庚子稔十一月六日 

  親鸞聖人御影  河内国丹北郡天見郷 

城蓮寺村善正寺常住物 

願主釈順欽 

・「善善正寺号号の正式初見。 

・この時点ではまだ退隠の立場にあるが、実質的に。

・「『御日日』』にみる関ヶ原後の教如の動向。

9/19善四ツ時分ヨリ、内符様御迎ニ、御所様江州へ御

越被成候号、9/20善大津之城ニ而、内符様江ご対面被成

候而、日暮還御候号、9/28善御斎過候而、御所様大坂へ

御下向被成候号、閏 11月 16日善御所様、大坂ヨリ御上

洛号→大坂へのたび重なる下向。 

親鸞聖人御影・同裏書 

（善正寺蔵）
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・慶長元年（1596）に教如上人は摂津渡辺で善大谷本願

寺号の撞鐘鋳造（難波別院蔵撞鐘）。

・順欽は（後の西派に属する）端坊下を離れ、教如上人の

もとに帰依→東本願寺（＝教如教団）創立の基盤。

・真宗寺院：方便法身尊像（阿弥陀如来絵像）＋宗祖（親

鸞聖人）御影が揃って善寺院号となる→善正寺の寺院化

＝教如と教如を慕う僧俗による教団形成。

＊この前年（慶長 4年）には教如上人は善正信偈号善三帖和

讃号を開板。 

・慶長 7年（1602）、教如上人は徳川家康より烏丸六条と七

条の間の地を寄進され東本願寺別立。

・善正寺蔵善本願寺歴代連座銘号が持つ意味。

５．堺御坊建立と河内門徒 

教
如
上
人
御
書

態
染
筆
候
、
仍
堺
坊
之
儀

取
立
候
条
、
其
国
之
衆
、
各

馳
走
頼
入
候
、
然
者
連
々

如
二

聴
聞
一

、
各
参
会
之
時
、

相
互
信
不
信
被
二

談
合
一

安
心
決
定
候
て
、
今
度

の
報
土
往
生
と
け
ら
る

へ
き
事
肝
要
候
、

猶
下
間
按
察
使
法
橋
可
レ

申
候
、
穴
賢
々
々

九
月
十
七
日

教
如
（
花
押
）

河
内
国

坊
主
衆
中

惣
門
下
衆
中

・堺坊（現難波別院堺支院＝南御坊）→教如上人の東本願寺別立にあたり創立。

・御坊建立と尽力のもつ意味。

文禄 5年＝慶長元年 （1596） 難波・桑名・長浜（大通寺） 

慶長 2年 （1597） 金沢 

慶長 4年 （1599） 伏見 

慶長 5年 （1600） 大津 

慶長 6年 （1601） 天満・福井・岐阜 

慶長 8年 （1603） 茨木・五村（～9年＝1604） 

慶長 12年 （1607） 八尾（大信寺） 
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